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【研究開発】
１森林・林業の再生に向けた森林管理技術・作業体系と林業経営シ

ステムの開発
　Ⓐ 地域に対応した多様な森林管理技術の開発
　Ⓑ 国産材の安定供給のための新たな素材生産技術及び林業経営シ

ステムの開発
２林業の再生に対応した木材及び木質資源の利用促進技術の開発
　Ⓒ 木材の需要拡大に向けた利用促進にかかる技術の開発
　Ⓓ 新規需要の獲得に向けた木質バイオマスの総合利用技術の開発
３地球温暖化の防止、水源の涵

かん
養、国土の保全、生物多様性の保全

等の森林の機能発揮に向けた研究
　Ⓔ 森林への温暖化影響評価の高度化と適応及び緩和技術の開発
　Ⓕ 気候変動に対応した水質保全と山地災害防止技術の開発
　Ⓖ 森林の生物多様性の保全と評価・管理・利用技術の開発
４林木の新品種の開発と森林の生物機能の高度利用に向けた研究
　Ⓗ 高速育種等による林木の新品種の開発
　Ⓘ 森林遺伝資源を活用した生物機能の解明と利用技術の開発
５研究基盤となる情報の収集・整備・活用の推進
６林木等の遺伝資源の収集、保存及び配布並びに種苗等の生産及び

配布
【水源林造成事業等】
１水源林造成事業
２特定中山間保全整備事業及び農用地総合整備事業

－森林・林業・木材産業に関する全国規模の研究機関－

　

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所（
略

称
：
森
林
総
研
）は
、
明
治
38
年
に
農
商
務

省
山
林
局
林
業
試
験
所
と
し
て
発
足
し
、
昭

和
63
年
に
森
林
総
合
研
究
所
に
名
称
を
変

更
、
平
成
13
年
に
独
立
行
政
法
人
化
、
平

成
19
年
に
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
と
統
合
し
、

平
成
20
年
に
旧
緑
資
源
機
構
の
業
務
を
一
部

継
承
し
た
法
人
で
す
。

　

我
が
国
の
中
核
研
究
機
関
と
し
て
、
森

森林総合研究所

森
林
総
合
研
究
所
と
は

林
・
林
業
・
木
材
産
業
分
野
の
科
学
的
知
識

の
集
積
を
図
り
、
行
政
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
し
た
研
究
と
事
業
を
一
層
推
進

す
る
た
め
に
、
中
期
計
画
と
し
て
左
記
の
よ

う
な
研
究
開
発
及
び
水
源
林
造
成
事
業
等

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
3
月

の
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
発
生
し
た
問
題
に

対
応
す
る
た
め
の
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。

中期計画（平成23年度～27年度）
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理事長
理 事
監 事

総 括 審 議 役
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総 務 部
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REDD研究開発センター

北 海 道 支 所
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関 西 支 所
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九 州 支 所

多 摩 森 林 科 学 園

研　究　領　域 (20)

拠　　　　　　　点　(2)

(温暖化影響研究担当)
(木質バイオマス利用研究担当)
(生物多様性・森林被害研究担当)
(国土保全・水資源研究担当)
(木質資源利用研究担当)
(林業生産技術研究担当)
(生物機能研究担当)
(国際研究担当)

■森林総合研究所の組織
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京都議定書報告の炭素吸収量の推移

特集 special edition

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ（
シ
ー
・
エ
ル
・
テ
ィ
ー
：
直
交

集
成
板
）と
は
英
語
のCross Lam

inated 
Tim

ber

（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ド
・

テ
ィ
ン
バ
ー
）の
略
称
で
す
。
合
板
を
10
倍

ぐ
ら
い
巨
大
化
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
使
う

と
木
造
で
中
高
層
ビ
ル
が
建
て
ら
れ
る
の
で

す
。

■
国
産
材
C
L
T
の
開
発

　

欧
州
で
は
C
L
T
に
よ
る
木
造
ビ
ル
が
建

て
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
日
本
で
も
豊
か
な
森

林
資
源
を
活
か
し
、
国
産
材
で
C
L
T
を
製

造
・
普
及
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
国
産

樹
種
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
材
な
ど

を
使
っ
た
C
L
T
の
製
造
方
法
に
つ
い
て
検

討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
、
様
々
な

性
能
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研

究
成
果
は「
直
交
集
成
板
の
日
本
農
林
規
格

（
J
A
S
）」（
平
成
25
年
12
月
制
定
）に
反
映

さ
れ
、
国
産
材
C
L
T
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

■
C
L
T
普
及
に
向
け
て

　

平
成
26
年
３
月
に
は
高
知
県
で
日
本
初
の

国
産
材
C
L
T
に
よ
る
木
造
共
同
住
宅
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
欧
州
等
と
同
じ
よ

う
に
C
L
T
を
使
う
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る

技
術
開
発
研
究
や
規
格
・
基
準
・
法
令
等
の

整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
林
野

庁
委
託
事
業「
C
L
T
等
新
た
な
製
品
・
技

術
の
開
発
促
進
事
業
」や
農
林
水
産
省
委
託

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究「
伐
採
木
材
の
高
度
利

用
技
術
の
開
発
」の
中
で
、
C
L
T
の
建
築

関
連
法
規
の
整
備
に
向
け
た
研
究
や
、
様
々

な
国
産
材
C
L
T
の
開
発
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

木
造
ビ
ル
を
建
て
る
た
め
に

CLTの強度を測定する試験日本初のCLT建築物(高知おおとよ製材
社員寮)、(写真提供:(一社)日本CLT協会)

　

京
都
議
定
書
で
は
、
1
9
9
0
年
以
降
に

間
伐
な
ど
の
手
入
れ
を
し
た
森
林
の
吸
収
量

に
限
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目
標

の
達
成
の
た
め
に
利
用
で
き
ま
す
。
森
林
総

合
研
究
所
は
、
こ
の
ル
ー
ル
に
従
っ
た
森
林

に
よ
る
吸
収
量
の
算
定
・
報
告
手
法
を
開
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
森
林
簿
を
基
礎
デ
ー

タ
と
し
て
変
換
式
と
各
種
の
係
数
を
用
い
る

こ
と
で
吸
収
量
を
推
定
し
、
1
9
9
0
年
以

降
に
手
入
れ
さ
れ
た
森
林
の
比
率
を
乗
じ
て

対
象
と
な
る
森
林
吸
収
量
を
算
出
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
我
が
国
は
こ
の
手
法
を
京
都

議
定
書
報
告
に
利
用
し
、
排
出
削
減
目
標
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
国
際
的
に
は
途
上
国
の
森
林

減
少
や
森
林
劣
化
に
よ
り
、
大
量
の
二
酸

化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
際
的
な

森
林
減
少
削
減
策
と
し
て「
R
E
D
D
プ
ラ

ス
」と
い
う
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
国
際
交
渉

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
森
林
減
少
・
劣

化
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
削
減
で
き

れ
ば
、
そ
の
量
に
応
じ
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
報
償
・
資
金
）が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
R
E
D
D
プ
ラ

ス
に
つ
い
て
一
般
向
け
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
R
E
D
D
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
は
分
か
り
や
す
い
解
説
書

森
林
吸
収
源
の
算
定
手
法
と

Rレ
ッ

ド

E
D
D
プ
ラ
ス
・
ク
ッ
ク
ブ
ッ
ク

REDDプラス・クックブック

森
林
総
合
研
究
所
の
取
り
組
み

森林総合研究所

を
開
発
し
、
こ
れ
を「
R
E
D
D
プ
ラ
ス
・

ク
ッ
ク
ブ
ッ
ク
」と
名
付
け
て
刊
行
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
日
本
語
版
、
英
語
版
、
ス
ペ

イ
ン
語
版
を
刊
行
し
、
す
で
に
世
界
中
で
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
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ま
す
。
ま
た
、
内
陸

直
下
型
地
震
で
あ
る

岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
や
新
潟
県
中
越
地

震
で
は
山
地
で
多
数

の
土
砂
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
地
震
に
よ
る
土

砂
災
害
の
発
生
機
構

の
解
明
や
危
険
度
評

価
に
つ
い
て
、
現
地

調
査
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
降
雨
や
融

雪
に
よ
り
、
平
成
25

年
の
伊
豆
大
島
や
平

成
26
年
の
長
野
県
南

木
曽
町
、
広
島
市
な

ど
、
毎
年
の
よ
う
に

深
刻
な
土
砂
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
、
緊
急
の
現
地
調
査
や
分
析
を
行
い
森
林

の
早
期
の
復
旧
に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
う

と
共
に
、
今
後
の
土
砂
災
害
の
危
険
度
を
予

測
す
る
手
法
や
効
果
的
な
治
山
技
術
の
開
発

に
向
け
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
総
研
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
支
所
等
の
組
織
を
広

く
展
開
し
、
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は

高
い
山
か
ら
海
辺
ま
で
、
原
生
林
か
ら
草
原
ま
で
と
実
に
多
様

で
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
の
指
標
と
な
る
積
雪
深
の
測
定
を
新

潟
県
十
日
町
な
ど
で
百
年
近
く
続
け
た
り
、
日
本
文
化
の
象
徴

と
も
い
え
る
サ
ク
ラ
の
遺
伝
資
源
を
多
摩
森
林
科
学
園（
八
王

子
市
）に
保
存
・
展
示
す
る
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
カ
バ
ー
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
活
か
し
て
国
際
共
同
研

究
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す（
18
ヵ
国
＋
2
国
際
研
究
機
関
：

2
0
1
3
年
度
実
績
）。

全
国
的
に
研
究
を
展
開

　

日
本
列
島
は
、
平
成
26
年
9
月
の
御
嶽

山
の
噴
火
の
よ
う
に
、
火
山
噴
火
や
地
震
が

多
発
し
、
ま
た
毎
年
の
様
に
豪
雨
や
豪
雪

が
発
生
す
る
地
域
で
あ
り
、
こ
の
た
め
山
地

や
丘
陵
地
な
ど
を
中
心
と
し
て
各
地
で
土
砂

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土

砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
・
防
止
の
た
め

に
、
発
生
機
構
の
解
明
や
予
測
・
対
策
手
法

の
検
討
、
森
林
の
防
災
機
能
の
活
用
等
に
つ

い
て
、
森
林
管
理
局
や
関
係
自
治
体
等
と
連

携
し
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

火
山
噴
火
に
対
し
て
は
、
火
山
地
域
の
土

砂
災
害
防
止
に
向
け
た
治
山
技
術
の
高
度

化
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば

桜
島
で
は
、
火
山
地
域
の
土
石
流
対
策
の
た

め
の
土
石
流
発
生
機
構
や
治
山
え
ん
堤
の
機

能
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
三
宅

島
で
は
噴
火
に
よ
り
荒
廃
し
た
森
林
斜
面
の

緑
化
方
法
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
燃
岳
で
は
、
降
灰
地
の
森
林
の
水
土

保
全
機
能
に
加
え
て
立
地
環
境
や
植
物
相
な

ど
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
い
、
森
林
環
境
の

長
期
的
な
変
化
を
多
角
的
に
検
討
し
て
火
山

地
域
の
森
林
管
理
に
役
立
つ
よ
う
な
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
震
災
害
に
対
し
て
は
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
で
は
海
岸
林
の
津
波
対
策
と

し
て
の
機
能
評
価
や
森
林
に
お
け
る
放
射
性

物
質
の
動
態
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い

山
地
災
害
等
防
止
へ
の
取
り
組
み

サクラ保存林（多摩森林科学園）

マングローブ（パラオ共和国）

積雪深調査（東北支所）

伊豆大島の土砂災害(左)と現地調査の様子(右)

新
しんもえだけ

燃岳の噴火災害
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より成長の優れた品種の開発

特集 special edition

（
１
）新
品
種
の
開
発

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
長
等
に
優

れ
た
品
種
や
松
く
い
虫
抵
抗
性
品
種
、
花
粉

症
対
策
品
種
等
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
が
良
く
形
質
の
優
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
等
を
精
英
樹
に
指
定
し
、
昭
和
29
年
度
以

降
約
9
，
0
0
0
系
統
を
全
国
か
ら
選
び
、

昭
和
55
年
度
か
ら
は
精
英
樹
の
中
で
特
に
優

れ
た
系
統
ど
う
し
を
交
配
し
て
、
精
英
樹
よ

り
優
れ
た
個
体
を
産
出
し
、
そ
れ
を
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
に
指
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
で
3
1
8
系
統
あ
り
ま
す
。
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
は
初
期
成
長
が
良
い
こ
と
か

ら
経
費
の
か
か
る
下
刈
り
作
業
の
回
数
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
球
温
暖
化
対
策

花粉の少ないスギの枝

抵抗性を確認するためにマツノザイセンチュウを接種

の
み
な
ら
ず
林
業
経
営
の
改
善
に
大
き
く
寄

与
し
ま
す
。

　

松
く
い
虫
抵
抗
性
品
種
は
、
こ
れ
ま
で
に

ア
カ
マ
ツ
と
ク
ロ
マ
ツ
を
合
わ
せ
て
3
6
4

系
統
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
抵

抗
性
品
種
ど
う
し
を
交
配
し
た
も
の
が
7
系

統
含
ま
れ
、
従
来
よ
り
高
い
抵
抗
性
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
謎
で
あ
っ
た
抵

抗
性
が
発
揮
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
初
め
て

解
明
す
る
な
ど
の
研
究
成
果
を
あ
げ
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
て
抵
抗
性
品
種
の
効
率
的
な
選

抜
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
症
対
策

品
種
は
、
こ
れ
ま
で
に
1
9
2
系
統
を
開
発

し
、
全
く
花
粉
を
生
産
し
な
い
ス
ギ
品
種
も

２
系
統
開
発
し
ま
し
た
。
現
在
、
人
工
交
配

に
よ
っ
て
、
無
花
粉
で
成
長
・
材
質
等
に
も

優
れ
た
品
種
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
遺
伝
子
組
換
え
に
よ
る
花
粉
発
生
の
抑

制
技
術
の
開
発
に
成
功
す
る
な
ど
の
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

（
２
）林
木
遺
伝
資
源
の
収
集
・
保
存

　

林
木
遺
伝
資
源
は
、
一
度
失
っ
て
し
ま
え

ば
二
度
と
再
生
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
で
、

こ
れ
ら
を
保
存
し
、
さ
ら
に
利
用
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
現
在
約
２
４
，

0
0
0
点
の
樹
木
と
約
１
２
，
0
0
0
点
の

種
子
・
花
粉
等
を
保
存
し
、
研
究
機
関
等
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
ギ
遺
伝
資
源
全

体
を
代
表
す
る
品
種
・
系
統
の
セ
ッ
ト
で
あ

る「
ス
ギ
コ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
96
」 

を
作
成

す
る
な
ど
、
よ
り
効
率
的
な
収
集
・
保
存
・

配
布
体
制
の
確
立
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

（
３
）海
外
へ
の
技
術
協
力

　

わ
が
国
の
育
種
技
術
を
活
か
し
て
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
に
直
面
す
る
開
発
途
上
国
へ

の
技
術
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
乾
燥
に
強
い
品
種
や
防
風
効
果
に
優

れ
た
品
種
の
開
発
と
い
っ
た
育
種
研
究
を
ケ

ニ
ア
森
林
研
究
所
や
太
平
洋
共
同
体
事
務
局

（
フ
ィ
ジ
ー
等
）な
ど
と
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
国
の
施
策
や
国
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
新
品
種
の
開
発
や
、
遺
伝
資

源
の
収
集
・
保
存
・
配
布
、
海
外
へ
の
協
力

等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
作
用
の
強
化
の
た
め
、
成
長
に
係
る
特
性
が
特
に
優
れ
た

「
特
定
母
樹
」の
増
殖
を
促
進
す
る
こ
と
が
各
都
道
府
県
に
お
い
て
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の「
特
定
母
樹
」は
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
な
ど
、
現
在
53
系

統
が
農
林
水
産
大
臣
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国

の
施
策
や
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
品
種
の
開
発
や
、
林
木
遺
伝
資
源
の
収
集
・
保
存
、

海
外
へ
の
技
術
協
力
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一般的なスギの雄花

植栽後１年４ヶ月の生育状況の違い

現在普及しているスギ エリートツリー

90cm

190cm

森林総合研究所

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
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水源林造成事業
　

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
36
年

か
ら
奥
地
水
源
地
域
に
あ
る
民
有
保
安
林
の
渇

水
や
洪
水
の
緩
和
に
必
要
な
水
源
涵か
ん

養
機
能
を

確
保
す
る
た
め
、
分
収
造
林
契
約
方
式
を
活
用

し
て「
水
源
林
造
成
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
民
有
保
安
林
の
約
１
割
に
相
当

す
る
約
47
万
ha（
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
合
計

面
積
を
上
回
る
面
積
）に
及
ぶ
水
源
林
を
計
画

的
に
造
成
し
て
き
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ら
造
成
さ
れ
た
水
源
林
が
果
た
し
て
い

る
公
益
的
機
能
は
、
平
成
13
年
11
月
に
日
本
学

術
会
議
が
答
申
し
た
評
価
手
法
に
準
じ
て
貨
幣

換
算
が
可
能
な
も
の
を
試
算
し
た
だ
け
で
も
、

年
間
約
８
千
９
百
億
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
的
な
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
就

業
機
会
の
少
な
い
山
村
地
域
に
雇
用
の
場
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
苗
木
の
生
産
・
供
給
体
制

の
維
持
・
確
保
な
ど
持
続
的
な
林
業
の
発
展
の

た
め
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

は
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
発
揮
を
確
保

す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
す
た

め
、
水
源
涵か
ん

養
機
能
な
ど
の
一
層
の
発
揮
は
も

と
よ
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
生
物
多
様
性

の
保
全
な
ど
に
貢
献
で
き
る
よ
う
針
広
混
交
林

や
複
層
林
な
ど
の
多
様
な
森
林
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結
等
に

よ
り
周
辺
の
民
有
林
や
国
有
林
と
連
携
し
な
が

ら
、
森
林
整
備
の
低
コ
ス
ト
化
や
新
し
い
造
林

技
術
の
普
及
等
を
通
じ
て
地
域
の
森
林
・
林
業

の
再
生
や
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
公

共
事
業
執
行
業
務
を
担
う
組
織
と
し
て
法
令

遵
守
及
び
契
約
の
適
正
性
を
確
保
し
、
国
民
の

皆
様
か
ら
の
要
請
・
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま

す
。

公益的機能の高度発揮

分収造林契約に基づき実施

・植栽から伐採に至るまで長期安定的に実施
・全国に技術的なノウハウを還元

水源林造成事業の仕組

多様な森林整備に向けた事業の展開

【平成25年度末植栽面積　約47万ha】

◦伐期の長期化と広
葉樹等の現地植生
を活かした針広混
交林施業

◦複数の樹冠層へ誘
導する複層林施業

◦主伐時の伐採面積
の縮小・分散化

事業着手前

育成中

植栽 保育 間伐

木材利用の推進路網の整備

複層林施業針広混交林施業

【数値は水源林造成事業地約47万haのもの】

水源涵
かん

養効果 環境保全効果 山地保全効果

水源涵
かん

養や土砂流出・崩壊の防止を通じて
「緑のダム」としての機能を確保
農山漁村の再生にも貢献

水源林の公益的機能の効果額は、貨幣換算可能なものだけでも、
年間約８千９百億円

◦良質で豊かな水を供給
◦洪水防止や水質の浄化

年間約30億㎥を貯水
東京都で使う約2年分の水量(※)

に相当
（※ 東京都水道局ホームページより）

◦二酸化炭素の吸収
◦酸素の放出・大気浄化へ
　の寄与

◦土砂の流出・崩壊の防止
◦災害に強い森林整備

年間約265万トンの
二酸化炭素を吸収

（約134万世帯の年間消費電力の発
電時に排出されるCO2量に相当）

毎年約９千万㎥の
土砂の流出を防止

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

出典：H26年度版 環境報告書((独)森林総合研究所)

造林者
【造林の実行】

造林土地所有者
【土地の提供】

森林総合研究所
【費用の負担、造林者への技術指導など】
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